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＝＝＝＝監修者より＝＝＝＝ 

地球温暖化による異常気象(集中豪雨、土石流の発生)：

大地震、津波：疫病蔓延・・・。大きな被害の出るたび

に「安全安心の確保」が叫ばれます。安全は技術の問

題、安心は受け手の心の問題。そこに受け手を安心させ

るための「安全神話」が登場します。 

本書では、原子力を実例に、「安全神話」の誤ったあり

方とその社会影響を考えていただきたいと念じ、出版し

ました。 

 

＝＝＝＝＝概  要＝＝＝＝＝ 

事故後10年を経ても放射能漏れが続く福島第一原発。そのメルトダウン事故をもたらした原子力村の安全

神話の実態を問い、さらに今や岐路にある我が国の原子力開発の状況を展望。脱原発に転じた世論の中、

原子力に課せられた使命を考究する。 
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第1章  日本の原子力揺籃期から福島事故まで 
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第4章  原子力防災計画を考え直す 

第5章  原子力損害賠償制度―福島事故の損害賠償の課題 
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